
平成３１年（２０１９年）１月２７日３ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

 　

決
議
と
は
、
市
議
会
の
意
思
を
対

外
的
に
表
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
な
ど
の
理
由
で
行
わ
れ
る
議
決
の

こ
と
で
す
。（
要
旨
掲
載
）

 　
　

年　

月　

日
に
昭
和
病
院
企
業

３０

１０

２２

団
が
発
注
し
た
業
務
委
託
を
め
ぐ
り
、

昭
和
病
院
企
業
団
の
施
設
担
当
課
長

と
空
調
設
備
会
社
役
員
な
ど
が
逮
捕

さ
れ
、
そ
の
後
同
施
設
担
当
課
長
ら

は
官
製
談
合
防
止
法
違
反
で
起
訴
さ

れ
ま
し
た
。
昭
和
病
院
企
業
団
は
、

地
域
の
三
次
救
急
を
担
う
医
療
機
関

と
し
て
市
民
か
ら
の
大
き
な
期
待
を

寄
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
高
い
公
共

決

議

昭
和
病
院
企
業
団
に
お
け

昭
和
病
院
企
業
団
に
お
け
るる

官
製
談
合
防
止
法
違

官
製
談
合
防
止
法
違
反反

に
係
る
原
因
の
徹
底
究
明

に
係
る
原
因
の
徹
底
究
明
等等

を
求
め
る
要
望
決

を
求
め
る
要
望
決
議議

性
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
経

営
に
つ
い
て
も
、
本
市
を
含
む
構
成

７
市
か
ら
の
分
賦
金
が
財
政
面
で
の

支
え
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

本
事
件
は
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
事
件
で
あ
り
、
構
成
す
る
７
市

の
市
民
や
利
用
す
る
患
者
の
信
頼
を

大
き
く
損
な
い
、
施
設
担
当
課
長
の

み
な
ら
ず
昭
和
病
院
企
業
団
組
織
全

体
の
責
任
が
問
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
遺
憾
の

意
を
示
す
と
と
も
に
次
の
事
項
を
求

め
ま
す
。

１　

本
事
件
の
原
因
に
つ
い
て
、
徹

底
究
明
す
る
こ
と
。

２　

再
発
防
止
に
向
け
、
確
固
た
る

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
。

３　

本
事
件
に
つ
い
て
、
速
や
か
か

つ
徹
底
し
た
情
報
公
開
を
実
施
す
る

こ
と
。

 　

本
補
正
予
算
は
、
民
間
保
育
園
等

に
係
る
公
定
価
格
の
改
定
を
受
け
、

保
育
実
施
委
託
料
等
を
増
額
す
る
ほ

か
、
台
風
の
影
響
等
に
伴
う
経
費
を

増
額
す
る
と
と
も
に
、
年
度
末
に
向

け
て
予
算
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
事

業
費
を
増
額
す
る
こ
と
が
主
な
内
容

で
す
。
こ
の
ほ
か
歳
入
と
し
て
市
の

過
年
度
補
助
金
の
返
還
金
と
、
歳
出

と
し
て
そ
の
財
源
と
な
っ
た
都
の
補

助
金
の
返
還
金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
規
模
と
し
て
は
歳
入
歳
出
を

そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
千　

万
３
千
円
増

４３

額
し
、
総
額
を
６
百　

億
５
千
６
百

６５

　

万
９
千
円
と
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

３９
　

年
度
末
で
指
定
管
理
者
の
指
定
期

３０間
が
満
了
す
る
市
民
文
化
会
館
な
ど

の
施
設
と
新
た
に
指
定
を
行
う
学
童

ク
ラ
ブ
に
係
る
指
定
管
理
料
に
つ
い

て
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
ま
す
。

 　

本
条
例
は
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
入
会

児
童
数
の
増
等
に
伴
う
運
営
経
費
の

増
加
に
対
応
し
、
学
童
ク
ラ
ブ
事
業

の
運
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
学
童
ク
ラ
ブ
費

に
つ
い
て
、
現
行
の
月
額
５
千
５
百

円
の
規
定
を
月
額
７
千
円
に
改
正
す

る
も
の
で
す
。

　

施
行
期
日
は　
年
４
月
１
日
で
す
。

３１

 　

本
条
例
は
、
立
川
市
と
の
図
書
館

の
相
互
利
用
に
つ
い
て
、
両
市
の
協

平平
成成　

年
度
一
般
会

年
度
一
般
会
計計

３０３０

補
正
予
算
（
第
３
号

補
正
予
算
（
第
３
号
））

小
平
市
立
学
童
ク
ラ
ブ
条
例

小
平
市
立
学
童
ク
ラ
ブ
条
例
のの

一
部
を
改
正
す
る
条

一
部
を
改
正
す
る
条
例例

小
平
市
立
図
書
館
条
例

小
平
市
立
図
書
館
条
例
のの

一
部
を
改
正
す
る
条

一
部
を
改
正
す
る
条
例例

　

改
正
の
内
容
は
、
国
分
寺
市
内
の

団
体
が
当
該
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
す

る
場
合
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
小
平

市
内
の
団
体
と
同
じ
扱
い
と
す
る
よ

う
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

施
行
期
日
は　
年
４
月
１
日
で
す
。

３１

 　

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、

次
の
と
お
り
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

嶋
田　

貴
文
氏

 　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る

人
権
擁
護
委
員
を
次
の
と
お
り
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

醍
醐　

保
江
氏

　

笠
原
ノ
リ
子
氏

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会会

委

員

の

選

委

員

の

選

任任

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦薦

12月定例会 議 案 等 に 対 す る 各 議 員 の 賛議 案 等 に 対 す る 各 議 員 の 賛 否否

反　
　
　

対

賛　
　
　

成

ムサ緑生ネ共産政和フォ公明

議決結果

○：賛成　×：反対
伊
藤　
　

央

橋
本　

久
雄

山
﨑
と
も
子

日
向
美
砂
子

さ
と
う
悦
子

平
野
ひ
ろ
み

細
谷　
　

正

吉
瀨
恵
美
子

木
村
ま
ゆ
み

佐
藤　
　

充

宮
寺　

賢
一

永
田　

政
弘

川
里　

春
治

小
野　

高
一

磯
山　
　

亮

吉
本
ゆ
う
す
け

中
江　

み
わ

竹
井
よ
う
こ

滝
口　

幸
一

小
林　

洋
子

石
毛
航
太
郎

幸
田　

昌
之

佐
藤　
　

徹

浅
倉　

成
樹

山
岸
真
知
子

虻
川　
　

浩

津
本　

裕
子

件名議案
番号

区
分

１２５×○○○○○○○○○○○○○○○○○

※
　 
議
長

○○○○○○○○原案可決運転開始から４０年を超えた東海第二発電所の運
転延長を行わないことを求める意見書第４３号

議
員
提
出

議　
　

案

７１９××○○○○○○○○×××××○○○○○○○○○○○認　　定平成２９年度小平市一般会計歳入歳出決算の認定第５８号
市
長
提
出

議　
　

案

１２５×○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○採　　択
運転開始から４０年を超えた東海第二発電所の運
転延長を行わないことを求める意見書の提出に
ついて

第１３号
請　

願

会派名略称
（　）内は各会派の議員数

公明：市議会公明党（６）　 　フォ：フォーラム小平（６）　 　政和：政和会（５）　 　共産：日本共産党小平市議団（４）　 　生ネ：生活者ネットワーク（４）
緑：緑の党こだいら（１…無会派）　 　ムサ：ムサシ（１…無会派）

全会一致で議決した議案（※議長は表決に加わりません。）
議決結果件名議案番号議決結果件名議案番号区分

原案可決昭和病院企業団における官製談合防止法違反に係る原
因の徹底究明等を求める要望決議第４２号原案可決住民票の除票及び戸籍の附票の除票の保存期間の延長

を求める意見書第４１号議員提出議案

原案可決小平市廃棄物の減量及び処理に関する条例の一部を改
正する条例第７１号認　　定平成２９年度小平市国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定第５９号

市長提出議案

原案可決小平市地区計画の区域内における建築物の制限に関す
る条例の一部を改正する条例第７２号認　　定平成２９年度小平市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定第６０号

原案可決小平市下水道事業の設置等に関する条例第７３号認　　定平成２９年度小平市介護保険事業特別会計歳入歳出決算
の認定第６１号

原案可決小平都市計画下水道事業受益者負担に関する条例を廃
止する条例第７４号認　　定平成２９年度小平市下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定第６２号

原案可決小平市立図書館条例の一部を改正する条例第７５号同　　意小平市固定資産評価審査委員会委員の選任同意第６３号

原案可決小平市立体育施設条例の一部を改正する条例第７６号同　　意人権擁護委員候補者の推薦第６４号

原案可決市道路線の認定及び廃止（４路線の認定、１路線の廃
止）

第７７〜
８１号同　　意人権擁護委員候補者の推薦第６５号

原案可決小平市民文化会館及び小平ふるさと村の指定管理者の
指定第８２号原案可決平成３０年度小平市一般会計補正予算（第３号）第６６号

原案可決小平市立学童クラブの指定管理者の指定第８３号原案可決平成３０年度小平市下水道事業特別会計補正予算（第２
号）第６７号

原案可決小平市立学童クラブの指定管理者の指定第８４号原案可決小平市立保育園等の利用者負担額に関する条例の一部
を改正する条例第６８号

原案可決小平市子ども家庭支援センターの指定管理者の指定第８５号原案可決小平市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準
に関する条例の一部を改正する条例第６９号

原案可決小平市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例第８６号原案可決小平市立学童クラブ条例の一部を改正する条例第７０号

議
の
結
果
合
意
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、

実
施
に
向
け
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
図
書
館
資
料
の

貸
し
出
し
を
受
け
ら
れ
る
者
の
範
囲

に
、
立
川
市
の
区
域
内
に
住
所
を
有

す
る
者
を
加
え
る
も
の
で
す
。
な
お
、

相
互
利
用
に
お
け
る
貸
出
数
等
の
必

要
事
項
は
規
則
で
定
め
ま
す
。

　

施
行
期
日
は　
年
２
月　
日
で
す
。

３１

２０

 　

本
条
例
は
、
国
分
寺
市
と
の
間
で
、

小
平
市
立
小
川
西
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
小

平
市
立
中
央
公
園
競
技
場
及
び
小
平

市
立
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
、
国

分
寺
市
民
け
や
き
運
動
場
を
新
た
に

相
互
利
用
対
象
施
設
と
す
る
こ
と
に

つ
い
て
合
意
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、

実
施
に
向
け
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

小
平
市
立
体
育
施
設
条
例

小
平
市
立
体
育
施
設
条
例
のの

一
部
を
改
正
す
る
条

一
部
を
改
正
す
る
条
例例

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
ななななななななななななななななななななな
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

主
な
議
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案
可
決
、
認
定
ま
た
は
同
意
し
た
議
案

か
ら
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。


